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　６月26日のじんけん楽習塾は当初の案内で
は「無戸籍問題とはなにか？」 をテーマに井戸
まさえさんのお話しでした。 ところが井戸さん
が、 訳あって引き受けられなくなったため、 「支
援の現場から無戸籍者がおかれる課題を考え
る」 をテーマに NPO 法人無戸籍の人を支援
する会　代表の市川　真由美さんにお話しいた
だくことになりました。

●手話を学んでいますが、 言い換えは手話でもむずか

しいです。 が伝えたいの気持ちがやっぱり大切だなと再

確認できました。３文クッキングは手話でも使えそうです。

●「やさしい日本語」 の「やさしい」 には「易しい」 以

外に「優しい」 の意味も含まれることに、 はっと気付か

された。 今回の「３文クッキング」 では、 言葉の意味が

わかるものばかりであったが、 職業上専門用語（たとえ

ば、 「起案」 や「決裁」 法律条例名など） を取り扱う

ことが多いので、 その場合どのように説明するのか考え

る良い機会になった。

●３人のチームワークが重要だと痛感しました。 最初の

一人として説明するときは気楽だったのですが、 ２番手、

３番手になったときには、 １人めの人が何を言うかによっ

ていう事を変えたり工夫したりしなければなりませんでし

た。 グループのみなさんに感謝です！

●仕事上、 外国籍の方とかかわる機会が増えてきたた

め、 少しでも活かせることはないか、 と参加させていた

だきました。 「やさしい日本語」 という言葉と、 おおよそ

のイメージは持っていましたが、 話すとき、 書くとき、 そ

れぞれのポイントを教えていただいたので、 意識していこ

うと思います。 書くときのイメージとして、 “要約” と思っ

ていたのですが、 “易しい表現と気持ちが大切” と知っ

たので、これから文書作成に活かしていきたいと思います。

●やさしい日本語は、 日本語を分かりやすくしているだ

けだと思っていました。 今日のお話しで、 様々な要素が

あり、 話すコツ、 書くコツなど、 人を尊重して作られて

いることが分かりました。 「相手に寄り添うコミュニケー

ション」 はすべての人に大切なことなので、 日常でも意

識していきたいと思いました。

●よくわかりました。 ３文クッキング良かった。 大阪市の

Webサイトには英・ 中など以外に「やさしいにほんご」

も選択肢にあり、 むづかしい規則や条件などを見る時

に役立っています。

●「３文クッキング」 とても楽しく学べました。 相手の背

景を知って使っていくツールになるなと思いました。 子ど

も達としてみたいと思いました。

●学校現場でも、 必要となって来る“やさしい日本語”。

言いかえだけでなく、 短文の説明の方法など、 意識す

るポイント＋やり方を学ぶことができて、 とても勉強にな

りました。 ゲームとして楽しみつつ悩み考えることができ

て、よかったです。相手にあわせながら使えるところでは、

積極的に使っていきたいです。

●外国語を学ぶことも大事ですが、自分の第一言語（母

語） に心を向けて、相手に伝わるやさしい日本語を使っ

て、 やさしい関係を作ろうと努力を続けることも、 非常

に重要な語学力だと思います。

●「やさしい日本語は、 コツよりマインド」 と忘れず、

外国につながりのある人に関わっていきたいと思いま

す。 「３文クッキング」 はゲーム感覚で行えるので、 大

人も子どもも楽しめる活動だと思いました。

●とてもわかりやすくて参考になりました。 仕事柄多国

籍の子どもやおとなと関わることが時々あります。 相手

の背景を尊重や想像力や言葉のボキャブラリー（シンプ

ルなもの） を持つことなど気付けました。 ありがとうご

ざいました。

●様々な背景があることを理解して、 自分のあたり前で

物事をはからない様にしなければならない事に気づきま

した。 自分の知っていることでやさしい日本語でしゃべっ

ても伝わらないこともあるんだなぁ。

●これからもっとたくさんの国籍の方が八尾市で生活す

ると思います。 地域でも今日のような研修ができればよ

いなぁと思いました。

●「やさしい日本語」 を使うことが、 とても大切なこと

だと分かりました。 “共通認識” がないときは、 言葉だ

けでなく、 写真など視覚情報を合わせて伝えることが大

事だと思いました。 “相手に伝えたい” という気持ちが

大切ですね。
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●「やさしい日本語」 にどう言い換えるのか興味があり

ました。 「３文クッキング」 で、 長くなる説明を３つに分

けて言うとよいとコツを教えて頂いて、 短い言葉で言っ

ていくうちに分かってもらえばいいのかなと、 ハードルが

下がった気がします。

●易しい表現、 優しい気持ち、 一番使ってほしいのは

行政ことば。 ３文クッキングは楽しかったです。

●最近翻訳アプリを使って日本語を外国語に変える機

会が増えてきたので、 「やさしい日本語」 に興味を持

ちました。 一語→一語だけでなく「三文で説明」 してい

る間に伝われば良いんだと気づいたことが大きな学び

でした。 ありがとうございました。

●「やさしい日本語」 は、 災害時対応の時に必要なこ

ととして知りましたが、 インバウンドの増加もあり、 日常

的に有効なことだと感じています。 八尾の在留外国人も

多い中、 それぞれのあたり前の違いを、 お互いに尊重

して、 生活できるよう、 たくさんの人に知って欲しい情

報だと思います。ありがとうございました。３文クッキング、

楽しい学びでした。

●「９時～10時」 などの表記はわかりやすいと思って

使ってました。 『「自分のあたりまえ」 で物事をはから

ない』 をあらためて実感しました。 「やさしい日本語は

コツよりマインド‼」 相手のことを思い、 ひとりひとりに
合わせたコミュニケーションを、 これからも大切にしたい

と思いました。 ３文クッキングおもしろかったです‼
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のホームページなどで使用する場合があります。 なるべく

個人が特定しにくいものをと考えていますが、 困るという

方は事務局に申しつけください。

●手話を学んでいますが、 言い換えは手話でもむずか

しいです。 が伝えたいの気持ちがやっぱり大切だなと再

確認できました。３文クッキングは手話でも使えそうです。

●「やさしい日本語」 の「やさしい」 には「易しい」 以

外に「優しい」 の意味も含まれることに、 はっと気付か

された。 今回の「３文クッキング」 では、 言葉の意味が

わかるものばかりであったが、 職業上専門用語（たとえ

ば、 「起案」 や「決裁」 法律条例名など） を取り扱う

ことが多いので、 その場合どのように説明するのか考え

る良い機会になった。

●３人のチームワークが重要だと痛感しました。 最初の

一人として説明するときは気楽だったのですが、 ２番手、

３番手になったときには、 １人めの人が何を言うかによっ

ていう事を変えたり工夫したりしなければなりませんでし

た。 グループのみなさんに感謝です！

●仕事上、 外国籍の方とかかわる機会が増えてきたた

め、 少しでも活かせることはないか、 と参加させていた

だきました。 「やさしい日本語」 という言葉と、 おおよそ

のイメージは持っていましたが、 話すとき、 書くとき、 そ

れぞれのポイントを教えていただいたので、 意識していこ

うと思います。 書くときのイメージとして、 “要約” と思っ

ていたのですが、 “易しい表現と気持ちが大切” と知っ

たので、これから文書作成に活かしていきたいと思います。

●やさしい日本語は、 日本語を分かりやすくしているだ

けだと思っていました。 今日のお話しで、 様々な要素が

あり、 話すコツ、 書くコツなど、 人を尊重して作られて

いることが分かりました。 「相手に寄り添うコミュニケー

ション」 はすべての人に大切なことなので、 日常でも意

識していきたいと思いました。

●よくわかりました。 ３文クッキング良かった。 大阪市の

Webサイトには英・ 中など以外に「やさしいにほんご」

も選択肢にあり、 むづかしい規則や条件などを見る時

に役立っています。

●「３文クッキング」 とても楽しく学べました。 相手の背

景を知って使っていくツールになるなと思いました。 子ど

も達としてみたいと思いました。

●学校現場でも、 必要となって来る“やさしい日本語”。

言いかえだけでなく、 短文の説明の方法など、 意識す

るポイント＋やり方を学ぶことができて、 とても勉強にな

りました。 ゲームとして楽しみつつ悩み考えることができ

て、よかったです。相手にあわせながら使えるところでは、

積極的に使っていきたいです。

●外国語を学ぶことも大事ですが、自分の第一言語（母

語） に心を向けて、相手に伝わるやさしい日本語を使っ

て、 やさしい関係を作ろうと努力を続けることも、 非常

に重要な語学力だと思います。

●「やさしい日本語は、 コツよりマインド」 と忘れず、

外国につながりのある人に関わっていきたいと思いま

す。 「３文クッキング」 はゲーム感覚で行えるので、 大

人も子どもも楽しめる活動だと思いました。

●とてもわかりやすくて参考になりました。 仕事柄多国

籍の子どもやおとなと関わることが時々あります。 相手

の背景を尊重や想像力や言葉のボキャブラリー（シンプ

ルなもの） を持つことなど気付けました。 ありがとうご

ざいました。

●様々な背景があることを理解して、 自分のあたり前で

物事をはからない様にしなければならない事に気づきま

した。 自分の知っていることでやさしい日本語でしゃべっ

ても伝わらないこともあるんだなぁ。

●これからもっとたくさんの国籍の方が八尾市で生活す

ると思います。 地域でも今日のような研修ができればよ

いなぁと思いました。

●「やさしい日本語」 を使うことが、 とても大切なこと

だと分かりました。 “共通認識” がないときは、 言葉だ

けでなく、 写真など視覚情報を合わせて伝えることが大

事だと思いました。 “相手に伝えたい” という気持ちが

大切ですね。

●「やさしい日本語」 にどう言い換えるのか興味があり

ました。 「３文クッキング」 で、 長くなる説明を３つに分

けて言うとよいとコツを教えて頂いて、 短い言葉で言っ

ていくうちに分かってもらえばいいのかなと、 ハードルが

下がった気がします。

●易しい表現、 優しい気持ち、 一番使ってほしいのは

行政ことば。 ３文クッキングは楽しかったです。

●最近翻訳アプリを使って日本語を外国語に変える機

会が増えてきたので、 「やさしい日本語」 に興味を持

ちました。 一語→一語だけでなく「三文で説明」 してい

る間に伝われば良いんだと気づいたことが大きな学び

でした。 ありがとうございました。

●「やさしい日本語」 は、 災害時対応の時に必要なこ

ととして知りましたが、 インバウンドの増加もあり、 日常

的に有効なことだと感じています。 八尾の在留外国人も

多い中、 それぞれのあたり前の違いを、 お互いに尊重

して、 生活できるよう、 たくさんの人に知って欲しい情

報だと思います。ありがとうございました。３文クッキング、

楽しい学びでした。

●「９時～10時」 などの表記はわかりやすいと思って

使ってました。 『「自分のあたりまえ」 で物事をはから
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★今回のOYAOYA川柳★
あたりまえ　みんなちがって　おたがいさま （どんちゃん）
三文は　チームワークで　ばっちりよ （森実）
話す時、　わかりやすくと、　気を付ける。 （かっしゃん）
いっしょうけんめい　話してくれて　うれしいな
３文を　クッキングして　通じあう （さち）
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